
附属施設

人類進化モデル研究センター

平井啓久 (遺伝子情報分野教授 ･センター長併任

2007年 10月より),松林清明(教授),景山節 (教授),

鈴木樹理 (准教授),宮部貴子 (助教),熊崎清則 (技

術専門員),阿部政光,釜中慶朗,前田典彦 (技術専

門職員),渡追朗野,森本真弓,兼子明久,渡追祥平

(技術職員)

霊長類研究所のプロジェクトとして推進 している

リサーチ･リソース･ステーション(RRS)計画について,

入校進化モデル研究センターは施設整備,ニホンザル母

群導入,飼育･健康管理をおこなうとともに,これらの

サルについての種々の研究を推進している.2008年度

にはグループケージ1棟建設の他に,放飼場のTV観察

システムなどの導入を行った.RRS計画は霊長類本来の

特性を維持した多様な種を自然の生息環境に近い条件

下で動物福祉に配慮して飼育し,新たな霊長類研究の推

i蛭をおこなうものである.このため第6,7,8放飼場

において弘田飼育を開始し,植物相調査,サルの行動 ･

ス トレス評価,採食調査,水質環境調査など多項目の研

究を進めた.また,グループケージにマカタ用の新しい

エンリッチメント器具を設置し,サルの飼育環境改善を

図った.RRS計画の中ではナショナルバイオリソースプ

ロジェク トの一部であるニホンザルバイオリソース

OVBR)計画に,ニホンザルの繁殖と供給をおこなうこと

で協力している.2008年度にはNBRのニホンザルは母

群総数 223頭となり,新たに 17頭の繁殖がみられた.

NBR事業-のサル供給を 16頭おこなった.

絶滅危倶種に指定されているワタボウシタマリン

の繁殖育成ならびに保全に資するために,いしかわ動物

園との問でオス･メス2頭の相互譲渡をおこなった.先

方では霊長類研究所から導入されたメス個体が子ども

を出産し,繁殖と展示に貢献している.2006年 9月か

ら ｢匹Ⅰ肢不全麻捧 ｣で寝たきりになっていたチンパンジ

ー ･レオが,献身的な治療と介護の結果,座ったり,懸

垂できるまでに回復した.実験棟北プレイルームを改修

し,レオの居室を設置した.エンリッチメントの一環と

して官林キャンパス第3放飼場の地面緑化をおこなっ

た.

人事面では非常勤職員には以下の異動があった.

2008年4月より教務補佐員に西脇弘樹,虜川類を採用.

2008年 4月サル飼育担当として吉田美千子,6月兼松

璃々子,高瀬こがみ,7月山田宜世子,8月中川千枝美,

森山トシ子を技能補佐員に採用.2008年.7月チンパン
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ジー飼育担当として佐々木花子,8月古橋保志を技能補

佐員に採用.2008年 6月厨川類,9月西脇弘樹 (教務補

佐員)7月梅田せつ子,8月山根若葉,2009年 1月森山

トシ子 (技能補佐員)3月木村俊治 (労務補佐員)が退

職.またRRSに関する研究担当者として,2008年4月,

辻大和が非常勤研究員に採用されたが,2009年 1月に

退職し霊長類研究所社会進化分野の助教として異動に

なった.

I
<研究概要>

A)生殖器系の進化に関する組織学的研究

松林清明

主として大型類人猿およびヒトを対象に,オス生殖

器系の組織学的検索により,種ごとの生殖システムの進

化の様態を検討している.

B)環境共生型大規模放飼場におけるサル類の繁殖育成

システムの開発研究

松林清明

第 2キャンパスに造営された■リサーチリソースス

テーション(RRS)において,樹木 ･土壌等の維持に必要

な飼育方式やサル個体管理法,セキュリティなどの設計

試作と評価を進めている.

C)胃ペプシノゲンの研究

景山節

オランウータンのペプシノゲン cDNA の配列解析

をとりまとめ,祖先霊長類で1遺伝子だった A型辿伝

子が,類人猿でAlと A2型に分かれたことと,それぞ

れで遺伝子重複が急速に進んだことを明らかにした.

D)サル類の疾病の遺伝子解析および飼育環境評価

景山節,安江美雪

疾病遺伝子に関する解析を継続した.また飼育環境

評価の一貫として放飼場および RRS予定地の沼地 ･排

水のpHとCOD測定,細菌数測定,チンパンジー放餌

場水の塩素濃度測定を継続した.

E)レトロトランスポゾン様反復配列複合構造 (RCRO)

のゲノム内機能の解析

平井啓久,松林清明 (センタこ)

RCROが存在するチンパンジー第7染色体をモデ

ルとして,RCROがおよぼすキアズマ抑制に関する解析



をおこなった.チンパンジー雄の減数分裂細胞を,FISH

法および PAINT法を用いて観察したところ,RCRO が

存在する 7q31ならびにセントロメア近傍田城にはキア

ズマが起こっていないことが明らかになった.

F)テナガザル類の生物地理学的ならびに医生物学的研

究

宮部缶子 (センター),JokoPamunkas(ボゴールE,%科大

学),DyahPerwitasari-Farajallah(ボゴール農科大学),

香田啓缶 (認知学習),現川千秒子 (認知学習),松井沖

(グローバル COE),平井啓久

インドネシア･中央ジャワの動物園においてシャー

マンおよびボルネオシロヒゲテナガザルの血液採取,糞

採取をおこないDNA抽出ならびに血液生化学的分析を

実施した.簡易キットを用いて糞便中の- リコバクタ

一 ･ピロリ抗原の検出を試みた.

G)新世界ザル類の染色体進化

平井百合子,平井啓久

クモザルの全染色体の彩色プローブを,染色体顕微

切断法を用いて作製し,各種新世界ザル類の染色体分化

を分析した.

H)コモンア-モセットのてんかんモデル開発について

の検討

宮部貴子 (センター),森本真弓 (センター),兼子明久

(センター),釜中慶朗 (センター),郷康広 (グローバ

ル COE),今井啓雄,平井啓久

真性てんかんと推測されるコモンマ-モセット･メ

ス個体に繁殖させ,てんかん家系の形成を実施中である.

てんかん関連遺伝子候補のひとつ LGIlのプライマーを

設計し,PCRによる遺伝子探索と配列解析をおこなった.

Ⅰ)サル類エイジングの生理学的研究

鈴木樹理,宮部氏子,按迫朗野,兼子明久,打越万古子

(思考言語),演田柄 (形使進化分野)

サル類の生理的な加齢変化を明らかにするために;

放飼場で飼育されているニホンザルアカゲザルおよび

屋内飼育テナガザルについて同一個体を採材する縦断

的方法によって,血中の代謝関連ホルモンの定量を行っ

た.
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J)サル類のス トレス定畳および動物福祉のための基礎

研究

鈴木樹理

実際の飼育環境でのス トレス反応を定量すること

とその軽減策の検討のために,糞中コーチゾル測定系を

用いてマカクの糞中コーチゾルの定量を行った.また尿

中コーチゾルの定見をほぼ確立した.更に,長期ス トレ

ス定見に有効な毛髪中コーチゾル測定系の確立を行っ

ている.

K)マカクの麻酔法に関する研究

官部貴子,兼子明久,西脇弘樹,増井雄一 (防衛

医科大),金揮秀子 (慶応義塾大)

飼育下ニホンザルを対象に昨年度解析 した静脈麻

酔薬プロポフォールの薬物動態パラメータを用い,プロ

ポフォール持続投与による維持麻酔のシミュレーショ

ンをおこなった.その結果をもとに,実際にプロポフォ

ール持続投与による維持麻酔をおこない,評価した.実

際のMRIや手術の際の維持麻酔も訳みている.

L)脳波モニタを用いた麻酔下チンパンジーにおける意

識消失度の評価

宮部貴子,鈴木樹理,熊崎打脚J,前田典彦,按迫朗野,

兼子明久,渡追祥平,西脇弘樹,価)ll軌 友永雅己,松

沢哲郎

麻酔下チンパンジーにおいて,脳波から忠孤消失度

を評価するモニタであるBISモニタを用い,その有用性

を検討している.

M)サル類の疾病に関する臨床研究

宮部貴子,渡追朗野,兼子明久,西脇弘樹,鈴木樹理

飼育下のサル桁の自然発症疾瓜に関して,臨床研究

を行っている.特に呼吸昔話系疾瓜および消化器系疾患に

JJf.点を当てている.

<研究業績>

原著論文

1) SriKanthaS,Suzuki∫,HiraiY;HiraiH(2007)Sleep

parametersincaptivefemaleowlmonkey(Aotus)

hybrids.NeotropicalPrimates14(3):141-144.

2) HigashinoA,KageyamaT(2008)

Development-dependentexpressionorcalreticulinin

thebrainandothertissuesortheJapanesemonkey,
Macacafuscata.JournalofMedicalPrimatology



37(6):303-310.

3) RogerE,GrunauC,PierceRJ,HiraiH,dourbalB,

GalinierR,EmansR,CesariTM,CosseauC,Mitta

G(2008)Controlledchaosorpolymorphicmucinsin

a metazoan parasite (Schstosoma man畠oni)

interactingwithitsinvertebratehost(Biomphalaria

glbrata).PLoSNeglectedTropicalDiseases2:e330.

4) TanjiM,YikabeE,KubotaK,KageyamaT,Ichinose

M,MikiK,ItoH,TakahashiK(2008)Structuraland

phylogeneticcomparisonofthreepepslnOgenSfrom
Pacificbluefintuna:molecularevolutionoffish

pepslnOgenS. Comparative Biochemistry and

Physiology,partB,BiochemistryandMolecular

biology152(1):9-19.

5) HonjoH,AkariH,FujiwaraY,TamuraY,HiraiH,

WadaK(2009)MolecularCloningand

charcterizationorthecommonmamosethuntingtin

gene.Gene432:60-66.

報告

1) 松林清明,中野まゆみ,榎本知郎 (2008)和歌山

交雑ザルの精巣組織所見.｢生物多様性-の移入

種の影響 :和歌山のタイワンザル交雑群に関す

る総合的研究｣(平成 16年度～19年度科学研究

班補助金研究成果報告書 ･代表者 川本 芳)

著沓 (分担執筆)

1) 平井啓久 (2008)でくのぼうのゴミ箱. ｢生き物

たちのつづれ織り 第 1巻｣ (高瀬桃子,村角智

恵編)p.122-128京都大学グローバルCOEプログ

ラム発行.

2) Fujita S,Ogasawara A,Kageyama T (2009)

PrevalenceofClostridiumper丘ingensinintestinal

microfloraofnon-humanprimates.(PrimateParasite

Ecology) (ed. Huffman MA, Chapman CA)

p.271-281CambridgeUniversityPress.

学会発表

1) Fujii-Hanamoto H,Nakano M, Enomoto T,

MatsubayashiK(2008)Histologicaldistributionor

claudinfamilyinthetestisofrhesusmacaque

(Macaca mulat(a). Intemational Primatological

Society(2008/08,.Edinburgh)･

2) MatsubaraM,KageyamaT,MatsubayashiK(2008)

MHC-DRB polymorphism in captive Japanese

macaque5.22md Congress of也e lntemational

PrimatologicalSociety(2008/08,Edinburgh,UK).

3) MiyabeT,MdrimotoM,KamanakaY,WatanabeA,

KanekoA,NishiwakiK,Suzuki∫,Mu･oyamaY,

SuzumuraT,Kanchi､F,TanakaH,HayakawaS,

Hamada Y (2008) Immobilization with a
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combinationofKetamineandMedetomidineinwild

Japanesemonkeys(Macacafuscatafuscata).the3.rd

InternationalMeeting on Asian Zoo/Wildlife

Medicine and ConseⅣation (2008/08, Bogor,
Indonesia).

4) Nakano M, Fujii-Hanamoto H, Enomoto T,

hiatsubayashiK(2008)Acomparativestudyoftestis

microstructure ofthe human and greatapes.

Intemational Primatological Society (2008/08,
Edinburgh).

5) SakaiT,MikamiA,NishimuraT,ToyodaH,MiwaT,

MatsuiM,TanakaM,TomonagaM,MatsuzawaT,

Suzuki∫,且atoA,MatsubayashiK,GotoS,Miyabe

T(2008)Developmentoftheprefiontalareain

chimpanzees･IntemationalPrimatologlCalSociety

(2008/08,Edinburgh).

6) SuzukiJ,KatoA,KanekoA,TakaoS,IshidaT,

IsowaK(2008)Malignantlymphoma(plasmacell

neoplasm) in a long-tailed macaque (Macaca

fascicularL'S).Jointmeetir)gofthe3rdintemational

meetingon Asian Zoo/WildlifeMedicineand

ConseⅣation (AZWMC 2008)(2008/08,Bogor,
Indonesia).

7) 早野あづさ,DyahPF,HeryW,宮部良子,AlanM,

DiahI,JokoP,平井啓久 (2008)マイクロサテラ

イ ト解析からみたスマ トラ産フクロテナガザル

Symphalangussyndactylusの遺伝的組成.2008年′
度日本晴乳類学会大会 (2008/09,山口).

8) 伊藤康代,宮部貴子,兼子明久,西脇弘樹,渡迫

朗野,渡追祥平,前田典彦,熊崎清則,森本共弓,

鈴木樹理 (2008)脊髄炎を発症したチンパンジ

ーの裾癒治癒にいたるまで.第 11回SAGAシン

ポジウム (2008/ll,東京).

9) 官部貴子,兼子明久,西脇弘樹,神保江緋子,増

井健一,金揮秀子 (2008)ニホンザルにおけるプ

ロポフォールTCI導入についての検討.第 76

回獣医麻酔外科学会 (2008/06,大宮).

10)須田直子,熊谷かつ江,兼子明久,津川則子,木

村俊治,吉田美千子,中川千枝美,森山トシ子,

熊崎晴則 (2008)ニホンザルの環境エンリッチ

メント.第 11回 SAGAシンポジウム (2008/ll,

東京).

ll) 鈴木理恵,宮部貴子,金棒秀子,岡野光夫 (2008)

温度応答性クロマ トグラフィーによる麻酔薬の

動態解析.第 52回日本薬学会関東支部大会

(2008/10,東京).

12)辻大和,森本真弓,松林清明 (2009)種子の物理

的特性が排壮時間に及ぼす影響 :飼育下ニホン

ザルを対象 として.第 56回 日本生態学会



(2009/3,岩手).

13)兼子明久 (2009)四肢不全麻棟で寝たきりにな

ったチンパンジー ｢レオ｣の長和横瀬.節 15回

動物園水族館獣医師臨床研究会 (2009/02,辛

田).

14)兼子明久,宮部ft子,披迫朗野,波並柿平,約田

典彦,順崎fW lJ,森本fI･弓,鈴木榊理 (2009)四

肢不全麻緋で寝たきりになったチンパンジー

rレオ｣の長和嫉非.平成 20年度京都大学総合

技術研究会 (2009/03,京都).

15)前田典彦 (2009)霊長類研究所におけるサル類

取り扱い作業でのリスクアセスメントについて

の検討.平成 20年度京都大学総合技術研究会

(2009/03,京都).

16)森本真弓,葉栗和枝,梅田せつ子,西脇弘樹,兼

子明久,釜中慶朗,宮部貴子,鈴木樹理 (2009)

コモンマ-モセット｢えむお｣の人工保育.平成

20年度京都大学総合技術研究会 (2009/03,京

都).

17) 須田直子,熊谷かつ江,兼子明久,木村俊治,津

川則子,吉田美千子,中川千枝美,熊崎滑則

(2009)ニホンザル飼育新施設の紹介と環境エン

リッチメントの取り組み.平成 20年度京都大学

総合技術研究会 (2009/03,京都).

18)渡追朗野,兼子明久 (2009)京都大学霊長類研究

所の獣医技術職員としての業務内容紹介と症例

報告.平成 20年度京都大学総合技術研究会

(2009/03,京都).

19)渡追祥平 (2009)チンパンジー飼育管理.平成

20年度京都大学総合技術研究会 (2009/03,京

都).

講演

1) HiraiH(2008/06)EvolutionorZW orSchistosoma

mansoni.SchistosomegenomemeetingHixton,UK.

2) HiraiH (2008/07)Chromosomologyandgenetic

difrerentiationofsmallapes.Scienceseminarof

PusanNationalUniversityPusan,Korea.

3) 平井啓久 (2008/07)迫伝学 ･ゲノム科学の視点

から-i7!24回日本滋長析学会大会公開シンポジ

ウム ｢出長析学はヒトの見方をどう変えたか｣.

日本の出長柄学60周年シンポジウム 充京.

4) n･山節 (2008/12/12)ペプシンの多様性と機能分

化 および臨床応用.北陸大学学術フロンティア

推進部業 北陸大学茶学部 輔乳頬のペプシンの

多様性､分子進化､構造と機能､およびヒトに

おける胃疾瓜検査の臨床応用について講演し
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た.

5) 先山節 (2009/2/28)霊長類研究所のリサーチリ

ソースステーション.自然科学研究機構生理学

研究所 ｢ニホンザル ｣バイオリソース運営委員

会 科学技術餌サイエンスホール (東京).

6) 松林消明 (2009/01)ペットと人間の関わりを考

える.日本桁祉大学人間講座 名古屋.


